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研究成果の概要（和文）：国際医療福祉大学における3年間の階層的IPEプログラムの教育効果を検討するため、
自職種アイデンティティとIPEに対する態度について、後ろ向きコホート調査を３期間実施した。結果として、
学習者の非等質性に依存しない同プログラムの教育効果の一般化可能性、2・3年次IPEカリキュラムが最終学年
のIPEカリキュラムに対するレディネス形成に大きく影響していること、適切なインストラクショナル・デザイ
ンなどの検討の必要性が示唆された。さらに、学習者は古典的な詰込的学習感を強く有する学習者、自律的・充
実的な学習観を強く有する学習者、それら2つの学習観を併有する学習者の3群に分けられることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：To examine the educational effects of a three-year hierarchical IPE program 
at the International University of Health and Welfare, a retrospective cohort study was conducted 
over three periods regarding professional identity and attitudes toward IPE. The results suggested 
the generalizability of the educational effects of the program independent of the heterogeneity of 
learners, that the second- and third-year IPE curriculum significantly influenced the formation of 
readiness for the final-year IPE curriculum, and the need for consideration of appropriate 
instructional design. Furthermore, it was suggested that learners could be divided into three 
groups: those who strongly felt that learning was classically crammed, those who strongly felt that 
learning was autonomous and fulfilling, and those who held both of these learning views.

研究分野： 専門職連携教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は研究開始当初より、IPEの背景理論としてその背景理論として社会的構成主義を好調しながら、どう学
習理論を基盤としてIPEプログラムを開発することを計画していた。本研究の社会的意義として、社会的構成主
義に立脚して、教育設計理論に基づいて教育設計したIPEプログラムが、旧来設計のIPEプログラムよりも教育効
果が高かったことから、その背景理論の重要性を確認できたことがある。現在、この研究結果を契機として、学
習者の学習観調査へと展開している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
患者・対象者およびその家族が住み慣れた住居・地域での生活を継続するためには、医療のみな
らず保健福祉分野における超領域、超施設、さらには超保険領域的なチーム・アプローチである
「専門職連携実践（Interprofessional Collaborative; IPC）」が必須である。保健医療福祉の現
場での IPC の必要性が高まると同時に、それら専門職の養成教育機関において、学生が IPC 能
力を学ぶカリキュラムである「専門職連携教育(Interprofessional Education; IPE)」 の必要性
も叫ばれるようになり 1)、現在、医・薬・看護学では IPE がコア・カリキュラムの中に位置付け
られるとともに、国内外の多くの教育機関で IPE が実践されている。 
研究開始当初、本研究代表者及び研究分担者が所属していた国際医療福祉大学（本学）大田原キ
ャンパスは、3 学部 8 学科を有する保健医療福祉の総合大学である。本学では、IPE 実装に適し
たこの教育環境を生かし、2003 年より 2~4 年生を対象とした段階的 IPE プログラムである「関
連職種連携教育」を配置している 2)。 
我々は既存の IPE 教育効果の評価バッテリー日本語版を作成し、それらを用いてこの「関連職
種連携教育」の教育効果を 5 年間(平成 25~29 年度)にわたって継続的に検討した。その結果、同
プログラムのルーブリック形式の IPE 評価表を作成するとともに、同プログラムの短期的教育
効果を明らかにすることができた(科研費、基盤 C、26380762)。 
しかし同検討は、 
・ 各学年及び異なる学習環境などによる、学習者の非等質性の勘案が不完全で、当該 IPE プ

ログラムの一般化可能性について強く言及することができない。 
・ 当該 IPE プログラムが 2〜4 年生を対象とした 3 年間の教育プログラムであるため、入学当

初からの学習者の自職種アイデンティティの形成および IPE に対する態度の変化が明らか
となっていない。 

・ 教育・設計理論に立脚して設計された IPE プログラムの教育効果について検討されていな
い。 

という限界を有している。 
加えて、本邦の IPE に関しても、その歴史はまだ浅く、IPE に関する体系的な FD やその背景
理論についての検討がまだ浅いという課題を有している。 

２．研究の目的 
以上のことを背景とし、本研究は 
1) 本学 IPE プログラム「関連職種連携教育」を経験した卒業生(以下、IPE 経験者)に 対する追
跡調査(量的・質的研究)により、同プログラムの長期教育効果を検討すること。 
2) 同検討に継続している短期的教育効果を加えた包括的・多角的な検討により、施設内・間連
携および保険領域内・間の地域連携能力を有する専門職養成を念頭に置いたより実践的な IPE
プログラムを開発することを目的とする。 

３．研究の方法 
(1) IPE プログラム 
本学大田原キャンパスは、3学部 8学科 9 領域（注 1）を要した、医療福祉の総合大学である。
同大学では現在、2年次から 4年次まで 3年間の段階的 IPE プログラムを展開している。各学年
の IPE カリキュラムは、2 年次は IPE の基礎知識を座学で学ぶ「関連職種連携論（以下、2年次
IPE）」，3 年次は実際に複数の専門領域の学生がチームを作りながらその知識を模擬患者に対し
て学内で演習する「関連職種連携ワーク（以下、3 年次 IPE）」，最終学年（薬学部学生は 5年生
が対象）は「関連職種連携実習（以下、4年次 IPE）」である。これらの IPE カリキュラムのうち、
2・3年次 IPE は必修科目、4年次 IPE が選択科目となっている。 

注 1：保健医療学部（看護学科、理学療法学科、作業療法学科、言語聴覚学科、視機能療法学科、
放射線・情報科学学科、薬学部（薬学科）、医療福祉学部（医療福祉・マネジメント学科）。うち
医療福祉・マネジメント学科については福祉、マネジメントの 2領域がある。 

(2) 評価尺度 
①研究 1〜3 
Interdisciplinary Education Perception Scale (IEPS)3)とReadiness for Inter-Professional 
Learning Scale (RIPLS) 4)を用いて、同 IPE プログラムの教育効果を検討した。IEPS は専門職
アイデンティティ、RIPLS は IPE に対する態度の評価が可能な評価尺度であり、それぞれ 18 項
目×6 段階（104 点満点）、19 項目×5 段階（95 点満点）から構成されているリッカートスケー
ルである。 
IPE プログラムの教育効果については複数の評価尺度が開発され、複数のレビューでそれら評価
尺度の妥当性や信頼性を含めた有効性が検討されている。多くの評価尺度がその有効性に限界



があることが報告されているが、その中でも多くの先行研究が IEPS と RIPLS を用いて IPE 参加
学生の態度を測定している。加えて、IPE に対する学生の態度は、効果的な IPE の実装を妨げる
最大の障壁となる可能性も指摘されている。 

②研究 4 
・学習観：学習観尺度 5) 
大学生の学習館を測定する 5 段階リッカート・スケールの質問紙調査票。高山が作成したオリ
ジナルの尺度 69 項目のうち、「詰込的学習観」の下位尺度「記憶」8 項目、自律的・充実的な
学習観の下位尺度「主体的探究」13 項目、計 21 項目を使用した。 
・学習動機：大学生用学習動機づけ尺度 6) 
大学生の学習活動に対する動機づけを測定する 5 段階リッカート・スケールの質問紙調査票。
「高動機づけ」「自律」「取り入れ・外的」「低動機づけ」の 4 下位尺度、36 項目から構成され
る。 

(3) 手順 
①研究 1：段階的 IPE プログラムの教育効果に関する縦断調査 
4 年次 IPE が選択科目であるため、2016（平成 28）、2017（平成 29）、2018（平成 30）年度の 4
年次 IPE 履修者 505 名を対象とし、それぞれ 2014(平成 26)- 2016(平成 28)、2015(平成 27)- 
2017(平成 29)、 2016(平成 28)- 2018(平成 30)年度の 3 期間について、2 年次 IPE 後、3 年次
IPE 前後、4年次 IPE 前後の合計 5 時点で測定した両評価尺度のデータを後ろ向きコホート解析
した。 
統計解析には、IEPS、RIPLS のいずれについても、年度、時間経過を要因とした二元配置分散分
析を実施した。交互作用および、年度間の主効果が認められなかった場合、年度間の各測定尺度
の変化様態が年度間で同一であると判断し、両年度のデータを統合して、時間経過を要因とした
一元配置分散分析を実施し、下位検定として Scheffe 法を用いた。いずれについても、効果量η
2を求めた。また、欠損値がある場合は解析対象外とした。 

②研究 2：入学直後から 4年間の縦断調査 
研究 1 の 3年間の縦断調査に加え、2019（平成元）年度より、入学直後の IPE カリキュラム受講
前の学生を対象とした測定を開始し、2022（平成 4）年度までの 4 年間の縦断調査を実施した。 
評価尺度は研究 1と同様で、統計解析は時間経過を要因とした一元配置分散分析を実施し、下位
検定には Scheffe 法を用い、効果量η2を求めた。また、欠損値がある場合は解析対象外とした。 

③研究 3：キャンパス間比較 
当該大学では複数キャンパスで同一の 3 年間の IPE プログラムを実施している。複数キャンパ
スのうち大川キャンパスでは、2020（令和 2）年度より 3 年間の各 IPE カリキュラムを、階層性
および連続性を考慮した IPE プログラムとして、社会構成主義を背景理論とし、教育設計理論に
立脚してインストラクショナル・デザインを再考した。その再設計による教育効果を検討するた
め、2020（令和 2）、2021（令和 3）年度の複数年度調査結果を、旧来の教育設計である大田原キ
ャンパス（研究 1・2）での教育効果と比較した。 

④研究 4：学習者の学習観に関する調査 
研究対象である IPE において、学習者の主体的・能動的学習態度を涵養する前提として、学習者
の学習観を把握する必要がある、2) 従来の IEPS、RIPLS に加え、新しい観点から教育カリキュ
ラムの教育効果を検討する、ことを目的として、2021（令和 3）と 2022（令和 4）年度の理学療
法学科新入生合計 126 名を対象として、評価尺度(2)-②を用いて、その学習観、学習動機を調査
した。 
いずれの尺度も、5件法で得られた回答を肯定度の強い方に高い得点を与えて 5点満点で点数化
し、各下位項目の合計値を変数として、ピアソンの相関係数、χ2 適合度検定により分布を検討
した。また、学生のグループ分けにはサンプルクラスター分析（ユークリッド距離、ウォード法）、
従属変数のグループ間比較には一元配置分散分析を用いた。学習動機づけ尺度とリアリティシ
ョック尺度については、学習観により分類されたクラスタ間において、対応のない t検定、一元
配置分散分析を用いて比較した。一元配置分散分析において主効果が有意であった場合、下位検
定として Turkey 法を実施した。各検定の有意水準は 5％とし、効果量（Cramer’s V、η2、Cohen’
s d）を算出した。 

(4)倫理 
本研究は国際医療福祉大学倫理委員会の承認を得て実施した (14-Io-88、21-Ifh-003)。 

４．研究成果 
研究 1：段階的 IPE プログラムの教育効果に関する縦断調査 
自職種アイデンティティ（IEPS）と IPE に対する態度（RIPLS）のいずれについても、3 期間間
の変化様態に差は認められず(η2: 0.002, 0.02)、交互作用も認められなかった（η2: 0.006, 



0.01）。これらのことから同プログラムの教育効果について、学習者の非等質性に依存しない一
般化可能性が認められた(図 1)。 
また 3 期間のデータを統合して検討したところ、最終学年の IPE プログラムの教育効果は高く、
2・3 年次の IPE プログラムは最終学年の IPE プログラムに対するレディネス形成に大きく影響
していることが示唆された(η2: 0.06, 0.11, 図 2)。 

 
 

研究 2：入学直後から 4年間の縦断調査 
結果として、入学当初は自職種アイデンティティ(IEPS)ならびに IPE に対する態度(RIPLS) の
いずれも高値であったが、IPE プログラム開始時(2 年次)には有意に低下し、学年および当該プ
ログラムが進行するに従っていずれも向上した。以上のことから、入学から IPE プログラムが開
始されるまでの間に、「学業に対するリアリティ・ショック」の存在が示唆された。しかし一方
で、3年次までの IPE プログラムの教育効果をより高める必要性も示唆され、適切なインストラ
クショナル・デザインなどの検討の必要性が強調された。 

研究 3：キャンパス間比較 
結果として、大川キャンパスの当該 IPE カリ
キュラムは、1) 2020 年度よりも 21 年度の教
育効果が高い、2) 大田原キャンパスの同カ
リキュラムよりも教育効果が高い、ことが明
らかとなり、適切なインストラクショナル・
デザインにより教育効果が高まることが期
待できた（図 3）。 

研究 4：学習者の学習観に関する調査 
126 名の対象のうち 124 名から、本研究で使
用した尺度の全ての項目について回答が得
られた（回答率 98.4%）。 
クラスター分析の結果として 2年度とも、学
習者は 1) 古典的な詰込的学習感を強く有す
る学習者、2) 自律的・充実的な学習観を強
く有する学習者、3) 2 つの学習観を併有する
学習者の 3群に分けられること、特に 3 つ目
の学習者群は、保健医療福祉領域に特徴的な
学習観を有している可能性が示唆された。ま
た、年度間で同様の分類ができたことから、
学習観についての3分類の一般化可能性も示
唆された（図 4）。   
学習観により分類された3グループ間で学習
動機を比較した結果、知識注入主義的学習観
を比較的強く有するグループ 1は、構成主義
的学習観が比較的強く有するグループ 2と、
それら2つの学習観を併有するグループ3よ
りも外的が有意に高値、同一化、内発が有意
に低値で、RAI が有意に低値であった（p < 
0.05、η2: 0.06～0.19）。また、グループ 3
はグループ2よりも取り入れが有意に高値で
あった（表 1）。 
加えて、学習観尺度の下位尺度である主体的
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*: 対グループ1, †: グループ2
表1 全学生および各グループ別の学習動機尺度

図 1. 3 期間の IEPS、RIPLS の変化

実習報告会後実習前

関連職種連携実習

演習後演習前

関連職種連携ワーク

IEPS（n=83・118・73）

RIPLS（n=116・145・65）

関連職種連携論
受講後

交互作用η2=0.01

η2 = 0.02

〇：2014- 2016年度
●：2015- 2017年度
□：2016- 2018年度

η2 =0.002

交互作用η2=0.006

図 2. 3 期間統合した IEPS、RIPLS の変化

図 3. 2 キャンパス間の IEPS、RIPLS の変化



探求と同一化、内発との間に中くらい（medium）の効果量の正の相関が認められた（r = 0.41, 
0.46, p < 0.001）。 
以上 4 研究を総括すると、まず、研究 1より、複数年にわたる階層的 IPE プログラムは、学生の
専門職アイデンティティおよび IPE に対する態度のいずれをも構築する教育効果を有している
ことが明らかとなった。それらの教育効果は、各年度の学生の非等質性に依存しない一般化可能
性を有していたとともに、最終学年の IPE プログラムの教育効果は高く、2・3 年次の IPE プロ
グラムは最終学年の IPE プログラムに対するレディネス形成に大きく影響していることが示唆
された。 
この 3 年間の縦断調査に、入学直後の学生を対象とした測定を加えて 4 年間の縦断調査を実施
した研究 2では、入学から IPE プログラムが開始されるまでの間に、学業に対するリアリティ・
ショックの存在が示唆された。しかし一方で、3年次までの IPE プログラムの教育効果をより高
める必要性も示唆され、適切なインストラクショナル・デザインなどの検討の必要性が強調され
た。 
この知見をもとに、階層性および連続性を考慮した IPE プログラムとしてインストラクショナ
ル・デザインを再考し、異なるキャンパス間で比較した研究 3により、その再設計による教育効
果を検討した。結果として、適切なインストラクショナル・デザインにより教育効果が高まるこ
とが期待できた。 
さらに、IPE において、学習者の主体的・能動的学習態度を涵養する前提として、学習者の学習
観を把握する必要があること、新しい観点から教育カリキュラムの教育効果を検討することを
目的として、学習者の学習観調査を開始した（研究 4）。結果として、学習者は、古典的な詰込的
学習感を強く有する学習者、自律的・充実的な学習観を強く有する学習者、それら 2つの学習観
を併有する学習者の 3群に分けられること、特に 3つ目の学習者群は、保健医療福祉領域に特徴
的な学習観を有している可能性と、学習観についての 3分類の一般化可能性が示唆された。 
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